
目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

－

－

・入札及び契約に関する事務（つくば市入札審査委員会の開
　催、入札の執行、契約書(売買、賃借、請負その他の契約)
　の作成）を実施している。
・入札参加資格の登録に係る申請受付及び書類審査を、年２
　回（２月・９月）実施し、審査から業者情報のシステム登
　録を経て、有資格者名簿を作成の上、公表する。なお、登
　録業者情報は、庁内イントラネットにより、事業担当課が
　発注時の業者選定等に活用できる。

　入札参加資格要件等を入札審査委員会に諮り、案件に応じ
た適正な要件を設定することで、競争性の確保や入札事務の
透明性等を図ることができた。
　登録申請の審査及び登録業者の変更届処理を行い、入札参
加有資格者名簿を適正に管理することで、公正かつ適正な入
札・契約事務の執行を図ることができた。

・全面一般競争入札及び電子入札により、公正・円滑な契約
　締結をする。
・９月（追加受付）及び２月（定期受付）に、申請受付及び
　資格審査を実施する。
・電子申請に向けて、業者管理システムの改修を行う。
・有資格者名簿の作成及び公表、登録業者情報に関する変更
　届の処理を行う。

・入札実施実績　一般及び指名競争入札815件（内訳：建設
　工事226件（うち総合評価方式13件）、コンサル149件、
　物品・役務等440件（うち指名競争入札９件））
・９月及び２月に申請受付、資格審査等を実施（処理件数：
　９月追加受付88件、２月定期受付3045件）
・２月の定期受付より電子申請を開始。電子申請率：57％
・入札参加資格変更届の処理件数665件

継続

入札・契約事務事業

一部委託

01-020107-15 事業契約に要する経費

       889.0

       453.0

       825.0

     3,354.0

       800.0

       442.0

       792.0

     3,245.0

       810.0

       419.0

       815.0

     3,133.0

         0.0

         0.0

地方自治法等関係法令、つくば市契約規則

　公共調達の入札及び契約手続における競争性の確保及び
適正な契約を確保する。
　また、入札参加資格登録申請にあっては、資格の審査、情
報の登録及び有資格者名簿の管理等を行い、登録情報を各事
業担当課が利用することにより、発注事務の効率的かつ適正
な執行を図る。

年間入札実施件数

入札参加資格登録申請（審査）の実施件数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

法定＋任意

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

053

活動指標

活動指標

57

総務部契約検査課

入札管理係・契約管理係

件

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

旅費：運賃1,310円*2回*5人＝13,100円+3,120円+8,880＝12,000円　26千円
需用費：事務用消耗品177,000円+図書20,000円+追録代71,000円+新聞購読料94,000円
　　　　+ゴム印代10,000円+契約書印刷代73,000＝445千円
役務費：公共工事発注者支援ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ使用料33,000円+自治体契約実務Web利用料31,680円＝65千円
委託料：業者管理システム管理委託料3,460,千円
使用料及び賃借料：いばらき電子入札システム共同利用料3,495千円
負担金及び交付金：茨城電子調達システム共同利用負担金342千円

      50,519       70,544

3

4

3

-

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         6.00          8.50

     1,124.00      1,572.00

無 無

      45,132       61,525

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         457          720        1,474        1,474

       4,930        8,299        6,359        6,602

       5,387        9,019        7,833        8,076

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

－

－

・入札監視委員会定例会議を年２回（７月～８月、１月～２
　月の各１回）開催、当番委員が抽出する市発注事業の入札
　及び契約に係る手続等について質疑・評価等を受けて適正
　な事務事業の執行に資する。
・談合情報等が寄せられた際には、情報の信憑性等を勘案し
　た上で必要に応じて公正入札調査委員会を開催、事後の対
　応を協議し決定する。具体的な対応については「談合情報
　対応マニュアル」を策定している。

　入札監視委員会は外部委員で構成されており、第三者の立
場から市民目線の意見や専門的見地に立った助言等を得るこ
とができた。この委員会の会議概要をホームページで公表す
ることで、入札・契約関連の事務手続の透明性の向上に寄
与することができた。

・入札監視委員会定例会議を２回（７月～８月、１月～２月
　）開催し、質疑及び評価並びに報告等を行う。
　会議結果の概要は、市ホームページ内「入札のひろば」に
　おいて公表する。
・談合情報等が寄せられたとき、情報の信憑性等を勘案した
　上で必要に応じて公正入札調査委員会を開催し、事後の対
　応を協議し決定する。

・入札監視委員会定例会議を２回（8/2、1/27）開催、質疑
　及び評価並びに報告等を行った。会議結果の概要は、市ホ
　ームページ内「入札のひろば」において公表した。
・対象：773件中14件を抽出
・公正入札調査委員会の開催はなし。

継続

入札監視委員会等運営事業

職員のみ

01-020107-15 事業契約に要する経費

         2.0

        14.0

         2.0

        14.0

         3.0

        14.0

         2.0

        14.0

         2.0

        14.0

         2.0

        14.0

         0.0

         0.0

　入札・契約適正化法（平成12年法律第127号）において努
力義務とされている第三者委員会（外部委員で組織するもの
）を設置し、これを適正に運営することにより、入札及び契
約手続の公正性の確保及び透明性の向上に資する。
　また、談合情報等に対して的確な対応を図り、市が発注す
る工事又は製造の請負、業務委託、物件調達等に係る入札及
び契約事務を適正に執行する。

入札監視委員会定例会議開催回数

入札監視委員会定例会議時における抽出事案数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

054

活動指標

活動指標

総務部契約検査課

契約管理係

回

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

補償費：160千円
　定例会議：10,000円*7人*2回＝140,000円
　事案抽出会議：10,000円*1人*2回20,000円
委託料：会議録作成200円*60分*3.5h*1.10*2＝102千円

       3,771        3,601

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.50          0.50

        28.00          0.00

無 無

       3,599        3,392

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         172          209          262          262

         172          209          262          262

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

１　優良工事建設業者褒賞：下記建設工事の区分ごとに成績
　評定の点数が最も高い工事から順次表彰する。なお、表彰
　者数は要綱で定められた算式により決定する。
　ア　土木一式、イ　建築一式、ウ　舗装、エ　電気・機械
　設備、オ　その他の工事、カ　小規模工事
２　特別褒賞：優良工事建設業者褒賞を受けた回数が５回、
　10回、15回に達した者を表彰する。

　建設業者の優れた功績をたたえ表彰することにより、建設
工事受注者に対し、公共工事の品質向上に関する意識付けが
図れた。
　優良工事建設業者褒賞：12者、特別褒賞：３者

・つくば市建設業者褒賞要綱に基づき実施
　４月中旬　建設工事発注主管課説明会開催
　４月下旬　建設工事発注主管課長から意見書提出
　５月下旬　つくば市建設業者褒賞審査委員会開催
　６月上旬　優良建設工事表彰業者決定
　７月中旬　表彰式開催

４月16日　建設工事発注主管課説明会開催
４月23日　建設工事発注主管課長から意見書提出
５月23日　つくば市建設業者褒賞審査委員会開催
５月31日　優良建設工事表彰業者決定
７月５日　表彰式開催

継続

優良建設工事業者表彰

職員のみ

01-020107-16 業務検査に要する経費

         8.0

         0.0

        11.0

         0.0

        11.0

         0.0

        21.0

         0.0

        18.0

         0.0

        15.0

         0.0

         0.0

         0.0

　市が発注した建設工事を誠意を持って適正に施行し、優れ
た成績で完成させた建設業者の事績をたたえ、もって建設業
の健全な振興と市政の発展に資するため。

優良工事建設業者褒賞：12者、特別褒賞：3者

前年度優良建設工事業者の表彰者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

055

活動指標

総務部契約検査課

工事検査係

者



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

報償費：表彰記念品　394千円
需用費：飲み物代　　13千円
需用費：賞状印刷代　70千円

       3,114        3,025

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.40          0.40

         0.00          0.00

無 無

       2,823        2,714

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         291          311          477            0

         291          311          477            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

工事等検査規程に基づき、下記の検査を行う。なお、契約金
額が130万円以上の工事等を対象とする。
１　工事等の完成及び完了を確認するために行う工事完成検
査及び業務完了検査。
２　工事等代金の部分払いをするとき、工事等を中止すると
き、及び契約を解除するときに行う出来高検査。
３　中間検査として行う部分使用検査、中間履行検査、中間
技術検査。

　市が発注する工事等の契約に基づいた適正な履行が確保さ
れた。また、中間検査時における指導助言により、適正な施
工、技術水準の向上、安全管理など施工管理の向上が確認で
きた。
　研修及び講習会等へ参加にすることより検査に必要な知識
や最新の情報を得て、検査職員のスキルアップが図れた。

　地方自治法、つくば市契約規則、つくば市工事等検査規
程、工事請負契約約款、業務委託契約約款に基づき検査を実
施する。
　また、高度な知識の習得、検査職員のスキルアップを目的
として技術研修等に参加する。

１　検査実施数：401件（工事　計298件：完成検査222件、
　中間検査76件・業務　計103件：完了検査
　98件、中間検査4件、手直し検査1件）
２　研修及び講習会等への参加　①新任担当の技術検査の進
　め方：5・6月各1名、②標準仕様書説明会：5月1名、③建
　設業活性化ﾌｫｰﾗﾑ：2月1名、④全日本建設技術講習会：10
　月1名、⑤リース事業講習会：11月1名、⑥公共工事と会計
　検査：2月1名

継続

工事・業務の検査事務

職員のみ

01-020107-16 業務検査に要する経費

       481.0

         0.0

       396.0

         0.0

       373.0

         0.0

       394.0

         0.0

       443.0

         0.0

       401.0

         0.0

         0.0

         0.0

地方自治法、つくば市契約規則、つくば市工事等検査
 規程、工事請負契約約款、業務委託契約約款

地方自治法第234条の２第１項の規定に基づき契約の給付の
完了の確認を行うため。

工事完成及び業務完了の検査数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

法定事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

056

活動指標

総務部契約検査課

工事検査係

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

旅費：工事材料検査立会、研修・講習会参加　76千円
需用費：事務用消耗品　18千円＋図書　218千円＋現場用消耗品　93千円＝　329千円
役務費：建設副産物システム利用料　9千円
負担金補助金：講習会　47千円

      26,228       25,419

3

4

3

-

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

法令等により、市の実施が定められている。

法令等により、市の実施が定められている。又は、今年度で事業が終了する。

         3.60          3.60

       178.00        246.00

無 無

      25,848       25,025

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         380          394          461            0

         380          394          461            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度


